






近年の夏の暑さは年々厳しさを増し、菊つくりをむずか
しくしています。
厳しい暑さを乗り切り、秋に優秀花を咲かせる為には、
培養土の“良し悪し”は極めて重要になってきました。
菊が生長する為の栄養分は「太陽の光と空気中の二酸
化炭素」を除けば、すべて土の中から吸収しています。
だから培養土は最重要であると言われているわけです。
培養土は腐葉土と赤玉土にくん炭を混ぜ合わせれば
充分であると考えている方々も少なからずおいでに
なるようです。
これは秋になんとなく菊の花が咲けば満足できる方
ならこれでもよいのかも知れません。

しかし、より高みをめざし作品を育て、菊花大会に出品
したいと考えるのであれば、こだわりをもって手抜き
のない最高の培養土をめざす必要があります。

培養土で最も配合割合の多いのが腐葉土です。
菊つくりで最悪の失敗となる “根ぐされ” や “根張り
不良” などの原因となるのも腐葉土です。
根ぐされや根いたみは植えた後、しばらくしてから発
生する為、その対応は非常にむずかしいものになり
ます。
早めに気がつけば別の培養土に植えかえる方法も
ありますが、その時は別の培養土はないのが普通
です。
その原因が未熟な腐葉土である為、植えかえる以外
に選択の方法はありません。
従って “腐葉土は完熟” 。これは極めて重要です。
昔から腐葉土は “粗い方が通気性がよく根張りが

良い” などと言われていました。
しかし粗い腐葉土は未熟（未発酵＝充分に発酵して
いない）な為、植えた後も有害なガスを発生しなが
ら発酵が進みます。（条件の悪い場合は発熱する）
完熟腐葉土は葉ッパの形があっても手で握ると形が
くずれます。
一見、粉に近く見えても細かな型が残っていて “水ハ
ケ” に問題はありません。
これが最高に良く育つ本物の腐葉土です。
本来通気性の調整は腐葉土の「粗い－細かい」で
調整するものではなく、軽石やくん炭など多孔質の
材料を配合して調整をするものです。

培養土自作派に…菊つくりは土つくり・こうすればよく育つ土ができる

腐葉土は培養土つくりの要 …… 腐葉土つくりの失敗はあとではとりもどせない

赤玉土の改良…土の肥沃化とリン酸肥効の向上で優秀花

赤玉土の性格は “リン酸の効かないヤセた土”です。
菊栽培をする上で次の様な不都合が発生します。
リン酸の吸着固定が激しくリン酸の効きにくい土
です。
その為に、与えたはずのリン酸は赤玉土に横取りされ
リン酸不足が発生します。
赤玉土をそのまま培養土に配合して作ればリン酸の
効きにくい培養土が出来上がり、菊栽培上、最も不都
合な「葉が巻く」「葉色が黒ずんだ葉となる」「花弁が
素直に伸びない」など気品ある菊つくりにはならなく
なってしまいます。
さらにヤセた土である為、肥料を保持する力が弱く
水掛けにより肥料は流れてしまい、肥料の効きめが
悪い培養土が出来てしまいます。

保肥力が小さいと “菊の欲しい時に欲しいだけの栄
養分” が供給できない為、生長の勢いが長続きしな
くなります。
さらに肥料を与えた直後は土に保持できないチッ素
分が培養土にダブつくことになります。
菊はチッ素に関しては貪欲に吸う為、簡単に「チッ素
過剰の状態」に陥ってしまいます。
赤玉土は売り出す時にこんなヤセた土が「園芸用土と
して通用するのか」と言う心配もあったようです。
しかし“いつでもどこでも”購入ができる手軽さで普及
した土です。菊は旧来粘土質の田土・池底土・荒木田
土などを使用していました。
よって赤玉土は一手間加え、改良をした上で使用する
ことが重要です。

土中の微生物は顕微鏡でなければ見えない微細な
生き物です。
“よい土は１グラム” の中に、億の単位でひしめきあっ
ています。
その力は植物を育てる上で極めて大きな働きをして
います。
培養土は、粗めにすれば水ハケは良くなりますが、
水持ちは悪くなります。
細かくすれば、水持ちは良くなりますが水ハケは悪くなり
ます。（通気性と保水力の関係）この相反する条件を両立
させるのが微生物の働きによる団粒構造の形成です。
団粒構造とは微生物の働きで土を小さな粒に固める
作用です。
粒の中には水を保持し、粒と粒の隙間で空気の層を
作り通気性を保ちます。

こうして相反する条件を両立させることができます。
さらに微生物はそのままでは根が吸えない肥料を、
根が吸える状態に作り変える（分解する）働きをして
います。（肥料は与えた状態では根は吸えない）
微生物の働きがなければ根は栄養分を吸うことは
できないのです。
さらに微生物はアミノ酸・ビタミン・ミネラル・酵素・植
物ホルモンなど、生長に極めて有効な栄養分を放出
し、根に供給しています。
よって、微生物は菊を育てる栄養分の “真の生産者”
と言えます。
微生物は腐葉土つくり、赤玉改良を含め “土つくり” の
主役です。“良く育つ土つくり” はいかに微生物を
増殖させ働きを活発化させるかが最大のポイントです。

菊を育てる“真”の力は土中微生物の産み出す“栄養分”

ແ葉土の切り༐しैުಎ 赤ޮ土の٨良ಎ
鉢上げ時の毛細根の発達

赤ޮ土の٨良には Ȩ土の素ȩ が̤すすめ
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大きな隙間
水はけ、通気性を
良くする

団粒の中は
水や肥料を保持

団粒構造は、根ぐされの起きない土
団粒の大きな隙間は、空気の流通や排水性を高めます。
団粒の中には、水分や肥料を取り込み保持します。
この様にして、相反する条件を両立させています。

ӲӲ

ӳӳ

「腐葉土の作り方」資料あります。必要な方はご請求ください。ＨＰにも掲載しています。 検索ウチダケミカル　腐葉土の作り方
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拡大図

菊つくりでは「葉が巻く」「葉が黒い緑色となる」「幹が太らな
い」などの症状がよく起こります。
これはリン酸が不足し、チッ素の消化が進まなくなり、残っ
ている状態です。
その主たる原因は赤玉土の性格にあります。
赤玉土は火山灰土であり、有機物を含まないヤセた土です。
さらに鉄やアルミニウムを多く含んでいます。
リン酸肥料を与えると鉄と結合してリン酸鉄、アルミニウム
と結合するとリン酸アルミニウムに変化し、根が吸い上げ
ることのできない成分に変わってしまいます。

この赤玉土をそのまま培養土に配合すれば、葉が巻いたり、
葉が黒くなったり、葉が大きくならない、根張りが悪いなど
充実した木つくりはできません。
そこで赤玉土は“改良して使用する”考え方が定着してきま
した。
赤玉土を改良する目的は、“赤玉土を肥沃化”し、リン酸と直
接接触しないようにすることです。
さらにリン酸不足が起きないように前もって補給しておく
ことで“健全かつ育てる力の強い土つくり”をめざすことに
あります。

土 …こだわり派の土つくりに

赤玉土を「プレミアム土の素」で
改良した完成品です。
ミジンは抜かずに
そのままお使いください。

６．５ｋｇ入

15リットル入

な ぜ 赤 玉 土 の 改 良 は 必 要 か

改良赤玉土 完 成 品

葉が巻く、葉が黒い緑になる、幹が太らない　など　生育不良解消の決め手

・有益微生物の働きと有機リン酸の相乗効果で極上の土つくりができます。
・最上級の腐植資材、菌体栄養分、ミネラル等、
　　　　　　　健全生育に必要な栄養分が補給できる “土つくり万能資材” です。

●　赤玉土を効果的に改善することで「葉巻する」「葉色が黒くなる」などリン酸不足
の病状を改善します。

●　リン酸、有益微生物の働きで生きた土づくりができ、根の活力向上、根張りが向上
します。

●　根先、芽先など生長点の細胞を活性化し、旺盛な生育をします。
●　徒長しない、体質が強化する、草勢が高まるなど充実した木つくりとなります。
●　病害虫に対する抵抗性が高まり被害が軽減します。

赤 玉 土 の 改 良赤 玉 土 の 改 良

赤玉土はリン酸吸収率が高く、リン酸の効かない土。この欠陥を改善し、根張りの向上、

葉が巻く、花の乱れなどリン酸不足の改善ができます。

……　１袋で赤玉土（15～16リットル入）5～6袋分改良できます。

９号鉢（25～30鉢分）に使えます

古 土 の 再 生古 土 の 再 生

菊は連作障害の起きる物。連作するといちじるしく

生育が悪くなります。

培養土をくりかえし使用することはできません。

プレミアム土の素は連作障害を改善し、土をよみが

えらせ再使用を可能にします。

……　１袋で選別した古土
       約100リットルに使えます。

培養土の強化・改善培養土の強化・改善

自家製培養土のパワーアップに使用します。

有機リン酸の補給と有益微生物の増殖、活性化で育てる力の強い生きた培養土に

改善します。

……　１袋で250～300リットルの土に使えます。

こ ん な 時 に 効 果 的

赤玉土の改良・培養土の強化・古土の再生土 の 素

少量の場合は完成品がお得です

赤玉土改良中　菌糸が伸びている

有機リン酸バッドグアノ（１kg、10kg入）
もご利用ください。

※



※「腐葉土の作り方」
　　マニュアルあります。

落葉は近隣の公園や緑ゆたかな工業団地より造園業者の皆様のご理解をいただき、
広葉樹のみに選別され搬入されます。さらに当社で小石・砂・小枝など不用なもの
を除去し水分調整後、発酵菌、有機リン酸等を配合し 50～60度に保ち、厳しい
管理の下でこだわりをもって完成いたします。

石、枝、除去 水分調整 米ヌカ発酵剤及びリン酸他混入 積み込み切り返し

腐熟促進とリン酸補給が同時にできる

有機リン酸を配合し“葉巻き”などリン酸不足が起きにくい培養土ができます。
菊の腐葉土つく

りに最適

“ 質 ”で選ぶならコレしかない“ 質 ”で選ぶならコレしかない

リン酸と微生物の力で　根張り抜群！！趣味家に特化！！

・落葉、約 750 リットル（コンパネ 90センチ角の発酵槽）に腐葉源 1袋をタップリと水分を
与え平均的に混入します。

（注）踏み込むと約500リットルになります。また完成すると450リットルくらいになります。

※培養土にすると（配合率 40～ 45％）1000 リットルプラス（9号鉢で 90～ 100 鉢分）と
なります。

腐葉土のできるまで腐葉土のできるまで

有機リン酸・鉄分強化

…こだわり派の土つくりにおすすめ

50リットル入

広葉樹を発酵熟成した菊つくりなど趣味用の最高品質の腐葉土です。
「根いたみ」「根ぐされ」の心配がなく極めて生育のよい土つくりができます。
●

菊つくりなど “花つくり” に重要な肥料成分であるリン酸（有機リン酸）を配合
してあります。
発酵過程で根の吸いやすいリン酸に変わりさらに水に流れないので緩やかに
長く効きます。

●

発酵槽で雨水の侵入を避け、定期的な“切り返し”を行い、空気を保ちながら
50℃～60℃の最適温度を保ち長期間発酵し、完熟させてあります。

●

発酵の過程では多種多様の微生物が入れ替わり進む為、特有の栄養分が産出
され蓄積されている為、線虫などの土壌病の抑制や根ぐされなどを事前に防ぎ
ます。

●

腐葉土中に増殖した、微生物とその栄養分は培養土に持ち込まれ「土の通気
性・排水性・保肥力」などを高めます。さらに栄養分は菊の免疫力や体内酵素
の活性化により生長力を高めます。

●

特　　徴

落葉・カヤ等有機物を分解する力の強い糸状菌、酵母、放線菌及び細菌類を配合してあり
ます。

●

有機物の腐熟分解の過程で発生するガスを未然に防ぎ「根いたみ、根ぐされ」等を回避し、
生育阻害物質を除去し完熟腐葉土ができます。

●

有機リン酸、カルシウム、マグネシウム、カリ、等微量要素を補給し、リン酸不足による葉巻
きや葉の黒くなる症状を未然に防ぎます。

●

特　　徴

粗い腐葉土は未熟です。完熟すれば
細かくなります。
見た目は多少粗めに見えても培養土
に混合すれば細かくなります。

※

完
熟

培養土つくりができます。

「根張りが良い」 「生育が良い」

「根ぐされがでない」 「大葉・太い幹の木つくりとなる」

● 元気に専科は光合成を高め体質を強化し、生長力を高めます。
　 　 ● 病害虫の被害を受けにくくし、減農薬をめざした

　　　革新的な活力剤です。



…土を元気にすることは根を元気にすること資 材ハ イ テ ク

1ｋｇ入

さらな
る根張

で

生 育 促
進！！

生 育 に 現 れ る 効 果

遠赤外線は電磁波の一種で植物の生育には欠かすことのできない生育
光線です。
ネフレッシュはこの遠赤外線を放射する多孔質セラミックスです。

●

発根が早まる。毛細根の発達がよくなる。根張りが良くなる。生育が早まり
大葉、太い幹の充実した木つくりとなります。

●

遠赤外線の効果で水分子が活性化され、水の吸い上げや肥料の吸収が
よくなる（水分子を細分化し移動しやすい水となる）
また栄養分の体内移動が早まり生育が加速します。

●

・培養土 1リットル当たりの使用量の目安です。

サシ芽用土 …………………………………… 20～30グラム

3.5号鉢～4号鉢（小鉢又はポット）…………… 20～30グラム

5～6号鉢 …………………………………… 20～30グラム

定植時（9号～10号鉢） ……………………… 10～20グラム

増し土時（幹のまわりに表土に散布） ………… 20～30グラム

発根が早まる、根の伸長が良く、根量が増える。

根毛の発達が良く、水や肥料の吸収が高まる。

リン酸とカリの吸収がよくなり、肥料残りが起きにくくなる。

増し土時の株元施用で上根の伸びがよくなり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬至芽の発生がよくなる。

特　　徴

バイオゲン 培養土つくりの基となる有益微生物の種菌

植物活性化・遠赤外線セラミックス

バイオゲンは酵母、放線菌、細菌類など 80 種類以上の有益微生物を
高単位にバランスよく配合してあります。
培養土に配合すると肥料の分解が円滑になり、効率よく根が吸える為、
生育が早まると同時に肥料残りが起きにくくなります。
土中に増殖した微生物はアミノ酸、ビタミン、ミネラル、酵素、植物
ホルモン等、優れた栄養分を放出し、発根力を高め、根張りを良くし、
体質の強化、花の色・ツヤ向上・花の日持ちをよくしたり、花の肥大に
効果的に働きます。
通気性・排水性・保水力・保肥力など土の物理性を改善し、土の団粒化
を図り、根の働きを活発にします。

・培養土１００リットルに対し３００～４００グラム平均を混入し３～４週間、
　積み込み、 熟成させ使用します。

定植後 14～ 15日間隔で 10～ 15グラム表土バラまき
暑さによる培養土の活力低下の回復…こんな使い方もあります。

培養土のパワー
アップに

広島県福山市芦田町福田1270
ＴＥＬ（084）950－0151
ＦＡＸ（084）950－0196

イノチオ 精 興 園 ㈱

菊 苗 の 購 入 は

富山県南砺市柴田屋１２８
ＴＥＬ（0763）22－8711
ＦＡＸ（0763）22－8741

南 砺 市園芸 植 物園

スプレー菊購入は

土の中は微生物の世界
増殖が活発になれば
生育の勢いが増す！！

7.5 センチスリットポット
を使用。
ダンゴの表面にまぶして
ダンゴ挿し。
福助づくりの例
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生 育 に 現 れ る 効 果

効き始めが早く、肥料切れが早い。  肥料残りが起きにくい。

生長が早く、大葉、太い幹となり、充実した木つくりができます。

花の色ツヤの良い気品ある大輪となります。

福助つくり（５号） 鉢上げ３～５日後　３～５ｇ 10 ～ 15ｇ　10～ 15日間隔
ダルマつくり（７号） 鉢上げ３～５日後　５～ 10ｇ 20 ～ 30ｇ　10～ 15日間隔
盆養三本立（９号） 鉢上げ３～５日後　10～ 15ｇ 40 ～ 50ｇ　15日間隔

名彩輝（めいさいき） みがきをかけた菊つくり伝統的肥料

厳選した植物有機及び動物有機を合理的に配合し、発酵熟成した伝統的
乾燥肥料です。

●

チッ素成分のすべてを有機物より取得している為、極めて吸収しやすく
効率よく効く肥料です。

●

発酵過程で蓄積された、酵素・アミノ酸・ビタミン・ミネラル・生長ホルモン
等、発酵肥料特有の栄養分が植物に活力を与え、肥料の吸収を助成し、
イキイキと力強い生育を促します。

●

チッ素をひかえ、リン酸成分を高め菊つくりの標準的な使いやすい
　　　　成分としました。チッ素過剰になりにくく健全生育をします。

※小鉢は福助９～10センチポット、ダルマ４～５号鉢、盆養は５号鉢使用の例です。
※使用量は目安です。適宜調整して下さい。

特徴及び使い方

育  苗（小鉢） 定 植 後

鮮やかな緑で素直な葉ッパに育つ

2.５kg入

成分
マグネシウム

４－７－４－１

苗つくりか
ら

止め肥まで
使えます

オールマイティ
オールマイティ

1ｋｇ入

ア ミ ノ パ ー Ⅱワ 福助・ダルマ・追い込み・
　　　　生育遅れの挽回に

生 育 に 現 れ る 効 果

豊富に含まれるアミノ酸、ビタミン等栄養分は素早く根から吸収され、
効率よく生育肥大に利用されます。

●

土中微生物の増殖を促し、その栄養分を吸収させると、菊の体内酵素が
活性化され、与えた肥料分を素早く円滑に生育肥大に利用することがで
き、生長が一段と加速します。

●

アミノ酸の力と微生物の産出栄養分の働きで、鮮やかな緑の大葉、太幹
となり、充実した木つくりができます。

●

また、花弁の色、ツヤの向上、弁質のよい優秀花を咲かせます。●

・表土全面にバラマキ軽く土をかぶせてください。
7～ 10日の間隔で使用します。（少なめでくり返し使用するのがコツ）

生育が早まり、大葉、太い幹となり充実した木つくりとなります。

花の色・ツヤがよく弁組のよい気品高い大輪となります。

特　　徴 … 短期間で高い肥効が得られる

カリ

アミノ酸の力で短期間で充実した木つくりができる

粉状発酵
熟成乾燥

肥料

粉状発酵
熟成乾燥

肥料

●生育が早く、大葉・極太の幹となり充実した木つくりとなります。

●花弁の色・ツヤが良く、花弁の伸びがよい、

気品高い花となります。

●生育が早く、大葉・極太の幹となり充実した木つくりとなります。

●花弁の色・ツヤが良く、花弁の伸びがよい、

気品高い花となります。

ⅡⅡ
正味　1 kg 成分

チッ素 リン酸 カリ マグネシウム

6 - 7 - 8 - 1 . 5

盆養の追い込み、福助作り、ダルマ作りに最適

成分
マグネシウム

６－７－８－１.５

“ここ一番”
効かせたい

時に粉状・速効
性・乾燥肥

料

チャック付無地アルミ袋に
シール貼り



・育苗期 …………… 500～1000倍に水でうすめて5～7日間隔を目安にお使い下さい。
・着蕾～破蕾期 …… 500～1000倍で適宜お使い下さい。
・開花期 …………… 1000～1500倍で適宜お使い下さい。
・追い込み ………… 500～1000倍で1～2日間隔で5～6回お使い下さい。
※チッ素ひかえめの生長期用としても使えます。







※同等品ランドライフ（２リットル）も
　ご利用ください。



生 育 に 現 れ る 効 果

赤 ・ 黄などの花色が濃くなります。 花の日持ちがよくなります。

ピンクなど、淡い色の花は色ボケ防止に効果的

白色の花は花弁のツヤが良くなります。

赤色の花はよ
り鮮明に発色

します

厳しい暑さで
もこれだけ育

つ！！

最後は色の差
で優秀花！
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スプレー菊は

　　花の色が勝負
おためし下さい。

育苗期～開花期まで極めて高い効果が得られます。

10％増量中

ハ イ テ ク 資 材

肥料の効きめ倍増　植物活性剤

肥料の吸収及び消化を高め、暑さ、寒さ、乾燥など、ストレスの緩和、病害・虫害な
どの抵抗性を高め、体質の強化及び免疫力の向上と健全生育を促す機能性植物
活性剤です。

か が や き

生 育 に 現 れ る 効 果

肥料の吸収や利用率が高まり、生育促
進に極めて効果的です。

●

光合成を高め、栄養分や根から吸収した
肥料分の転流を早め、旺盛な生育を促し
ます。

●

暑さ、寒さ、乾燥など環境ストレスを緩和
したり、耐病害、害虫などへの免疫力を
高め、体質の強化と活性化を促して、健
全かつ旺盛な生育をします。

●

光合成が高まり、 生育が早まり充実
した木つくりとなります。

うすめの葉色で伸び伸びとした葉ッパ
となります。

チッ素過剰になりにくく、 肥料残りが
起きにくい。

花弁の伸びがよく、花姿がよくなります。

特　　徴

葉面散布の可能な液肥と混合する場合は葉面散布、又は灌水で使用できます。
灌水専用の液肥と混合する場合は灌水で使用して下さい。

※

みらい・アミノＰＫ・アミノ液肥５５５ など、他の肥料と
混合使用することで最高の結果が得られます。

特にカリ分を必要とする９月中旬以後の開花期にもお使いください。
優秀花が期待できます！！

※

500～1000 倍に水でうすめ７～10日間隔で生育全期間で使用します。・
液肥を使用する場合は、同じ倍率で混合使用します。・
灌水又は、葉面散布で使用できます。・

液肥の
効きめ

倍増

液肥の
効きめ

倍増液肥と
混合使

用で

液肥と
混合使

用で
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テ ク ニ カ ル シ リ － ズ

Ｐ ．グ リ ー ン 強力・超速攻性・液状リン酸肥料

特殊製法により、リン酸・カリ・鉄・銅などミネラルを合理的に配合した高肥効、超速
効性の液状リン酸肥料です。

●

秋の肥料調整及び生長期の「葉が黒くなる」「葉がタレ下がる」などのチッ素過剰症
の予防と短期解消に効果的です。

●

サシ芽の鉢上げ直前の灌水又はドブ漬け使用によりリン酸吸収力の強い体質
に改善し、チッ素の吸収を高め肥料残りを出にくくする。

●

芽先・根先・花芽など生長点の細胞を活性化し、旺盛な生育を促す。

成分 ＝ リン酸：23％　カリ：７％　その他、鉄・銅・マンガン・亜鉛等、微量要素

●

チッ素過剰症の短期解消及び体質改善により
リン酸の効きめを高める、肥料調整剤としても高い効果が得られます。

特　　徴

600ｇ入

天 然 ミ ネ ラ ル 根いたみ・根ぐされ予防及び回復に

成分は岩石から特殊抽出したカルシウム・鉄・亜鉛・モリブデン・マンガン・銅など40
数種類の天然ミネラルです。体内酵素を活性化し生長力が高まります。

●

天然ミネラルは植物の芽先・根・花芽など生長点の細胞分裂を活発にし、生育・肥
大を旺盛にします。

●

根に吸われ培養土の消耗したミネラル分を補給することで植物体内酵素が充実し、
発根や生育が非常に良くなります。

●

サシ芽後に灌水使用することで体内酵素の活性化により発根が早くなり充実した根
つくりとなります。

●

根勢強化で暑さに負けない根つくりとなる。

特　　徴

５00ｇ入

根勢強化・活力向上で
　　暑さ対策 …………………… 800 倍～ 1000 倍で 7～ 10日毎に灌水又は葉面散布。

サシ芽直後の水掛け及び
　　鉢上げ直後の水掛け ……… 1000 倍でタップリと掛ける。

根いたみ回復 …………………… 1000 倍で 2～ 3日間隔で 3～ 5回灌水使用

● サシ芽の鉢上げ直前　･･････････････600～800倍でドブ漬け又はタップリ灌水

● 生長期のチッ素過剰の解消 ･･････800倍で灌水又は葉面散布

● 秋の肥料調整 ･･･････････････････････500～600倍で灌水又は800倍で葉面散布

● 花芽分化促進 ･･･････････････････････500～600倍で灌水又は800倍で葉面散布

● 徒長防止 ･････････････････････････････500～600倍で灌水・葉面散布
  又は800倍で灌水・葉面散布

こんな時にこんな使い方

・
・
・

生 育 に 現 れ る 効 果

発根が早まり根張りが向上する。

芽先・花芽の肥大が早まる。

毛細根の発達が良くなる。

体内酵素の活性化により生育が早まる。

天然ミネラル使用による、
植物体内酵素の活性化は
多方面にわたり、優れた
効果をもたらします。

1000 倍で灌水
チッ素が消化され葉が立ってくるのが
確認できる。

根勢強化で生
育促進

超速効性
肥料
調整剤

根いたみの
回復に

抜群の効果

サシ芽の鉢上げ直前のドブ漬けは、後々の生育がよくなるおすすめの使い方です。




	35-表紙 1113
	1
	2
	3
	4
	katarogu35
	35-P5　シ
	35-P6　1113
	35-P7 1110
	35-P8 1106
	35-P9　シ
	35-P10　シ
	35-P11　シ
	35-P12 1107
	35-P13　シ
	35-P14　シ
	35-P15　シ
	35-P16　1113
	35-P17 1107
	35-P18 1110
	カタログ35　表４　1020


